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「「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」及び「保険外

併用療養費に係る厚生労働大臣が定める医薬品等」の実施上の留意事項について」の一部改正につい

て（平成 18 年３月 13 日保医発第 0313003 号）（抄）     （最終改正：令和２年３月 27 日） 

 

第３ 保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める基準等（掲示事項等告示第２、第２の２及び第

３並びに医薬品等告示関係） 

 

17 200 床（一般病床に係るものに限る。）以上の病院の再診に関する事項 

(１)  病院と診療所の機能分担の推進を図る観点から、他の病院（又は診療所に対し文書によ

る紹介を行う旨の申出を行ったにもかかわらず、当該病院を受診した患者については、自

己の選択に係るものとして、外来診療料又は再診料に相当する療養部分についてその費用

を患者から徴収することができることとしたものであるが、同時に２以上の傷病について

再診を行った場合においては、当該２以上の傷病の全てにつき、以下(２)から(４)までの

要件を満たさない限り、特別の料金の徴収は認められないものである。なお、病床数の計

算の仕方は、外来診療料に係る病床数の計算方法の例によるものであること。 

(２)  外来診療料又は地域歯科診療支援病院歯科再診料を算定する療養に相当する療養が行わ

れた場合に特別の料金を徴収することができるものである。 

(３)  再診に係る特別の料金を徴収しようとする場合は、患者への十分な情報提供を前提とさ

れるものであり、当該情報提供に資する観点から、必要な情報を病院の見やすい場所に患

者にとって分かりやすく明示するものとする。 

(４)  他の病院又は診療所に対する文書による紹介を行う旨の申出については、当該医療機関

と事前に調整した上で行うものとし、以下の事項を記載した文書を交付することにより行

うものであること。また、当該文書による申出を行った日については、特別の料金の徴収

は認められないものであること。 

ア 他の病院又は診療所に対し文書により紹介を行う用意があること。 

イ 紹介先の医療機関名 

ウ 次回以降特別の料金として○○円を徴収することとなること。 

(５)  その他、200 床（一般病床に係るものに限る。）以上の病院の初診に関する事項の(３)

から(７)までの取扱いに準ずるものとする。 
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